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梅雨の季節がやってまいりました。今年は雨量が多くなるという予報が出ており、 

蒸し暑い日々が続きそうです。この時期は、湿気が多く食中毒が流行る時期でも 

あります。皆様も食べ物の管理には十分にご注意くださいね。 

 
 

【 第６４回 虹の会のつどいから 】 
 

【近況報告より】 
 
４月、京都にて全国アルツハイマー国際会議が開催されました。代表の中島の報告では、 

オーストリアの政府高官だった若年認知症のクリスティン・ブライデンさんとの思わぬ 
再会がありました。症状の進行もありながら、１３年前と同じように大勢の聴衆の前で 
話されたことに驚き感動したこと。認知症のとらえ方は各国違い、まだまだ理解が出来て 
いない国もあり、教育の大切さを知る機会になりました。又、新しい予防改善として治療 
効果が評価されたプラズマローゲンの紹介と案内もありました。 
 

そして今回は江島さんの嬉しいニュースから近況報告が始まりました。 
「いつどうなるのかわからない。と言われていた主人が、４月頃から目に力が出てきて、 
声をかけると私の方を見てくれたり、頷いてくれたりするようになったの。音に反応 
してくれることが増えてきているみたいです。少しの反応が返ってくるのがとても 
嬉しいです。毎日施設に行ってお父さんの顔を見るとほっとするの。心の繋がりを 
感じています」そのお話を聞いた皆様からは「家族同士の繋がりって見えないけど 
ちゃんと繋がってるね」「反応が返ってこなくても、ちゃんとその声は心に届いている 
よね。継続して声かけをすることは大切だね」「職員に見せない笑顔があるよね」 
などたくさんのあたたかい言葉が飛び交っていました。その時のつどいの雰囲気が 
とても優しくて愛に溢れているように感じました。 
 

オアシスクラブが１０月に閉鎖することから、虹の会存続についても話し合いが行われ 
ました。「場所はオアシスクラブ（福岡ビル）ではなくなっても、自分が話したり、 
みんなの話を聞く場所として継続してほしい。なくなってしまうのも寂しいし、みんなに 
会えなくなるのも寂しい」とお声をいただき、虹の会は少しやり方は変わっていきますが、 
継続することが決まりました。 
 
 
【感想カードより】 
 
●いつも思うことだが、月日の経つのが本当に早く感じる。妻が発症してから１０年近くに 
 なるが、１０年あっという間に経ってしまった。オアシスクラブも今年で終わりとなる様、 

 色々とお世話になりありがたく思っています。 
 
●“認知症が進行しても心は生きてる”家族の存在の大切さ、職員はいくら一生懸命関わった 
 としても家族の存在にか勝てないこと、そう伝えて家族支援をしてきました。 
その通りだったと改めて思いました。 

 



 
●久しぶりに参加しました。江島さんのご主人のお話に感動しました。又、男性の皆様の奥様 
 に対する気持ちを聞くことが出来て、会の主旨に改めて良い時間を持てたことに感謝します。 
 
●ただ皆さんと元気であえる事を楽しみにしています。この様な場がなくなってしまうのが 

 大変残念です。 
 
●介護される当事者の生の声はいつも心にひびきます。この思いを聞けて初心にかえる機会と 
 なっています。又、今回はとてもいい話が聞けて良かったです。 
 
●皆さんのお元気な姿を見て、話をする時間はやはり大好きです。あと２回で回が終わることを 
 聞いてとても淋しく思いますが、必ず参加出来るようにしたいと思います。 
 
●妻の認知症の回復の可能性が少なくても将来に希望を持って二人で生きていきたいと思って 
 います。 
 

●これからも皆さんと一緒にお話出来たらいいなぁと思っています。 
 
●虹の会がどのような形であれ続く事を希望します。家族や支援者のきたんのないつどいの 
 場所であってほしいと思います。 
 
 
 
 
 
福岡市ビックバンプロジェクトにより１０年間で３０棟の民間ビルの建て替え工事が 

始まります。福岡ビルもその中の１棟です。今年の９月から入居施設が退居していきます。 

天神オアシスクラブは色々検討しましたが、他の場所での施設運営は難しく１０月をもって 
閉鎖となります。１６年間、福岡市の中心で、認知症になっても学ぶ施設として活動をして 
いました。 
その中で、若年認知症の本人、家族をサポートする場として「オアシス虹の会」が出来、 
また、若年認知症を支援する施設職員、ケアマネージャー、民生委員の方との交流の場として 
「若年認知症を支援する仲間の集い」を開催。福岡ビルでの集いは今後、出来なくなりますが、
場所を変え、今までのように顔なじみのメンバーと会えることは大切なことではないかと思いま
す。あと２回、７月思い出の福岡ビルで虹の会と支援者の会を合同で開催したいと思います。 
 
「あなたを忘れない」「あなたの海で」の作詞・作曲・歌の松下祥子さんにもおいで頂きます。 
絵本「若年認知症になって そして今を生きる」の原画も見て頂きたいと企画しています。 

是非、ご参加いただきますようお願い致します。 
オアシス虹の会代表 中島 七海 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


